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日本医療ソーシャルワーカー協会

2023年3月4日
北海道医療ソーシャルワーカー協会

研修・大会 開催日程

2023年医療機関におけるソーシャルアクション日本医療ソーシャルワーカー協会

課題レポート・スクーリング

日本医療ソーシャルワーカー協会 2023年度グループスーパービジョン体験研修【第1回目】 2023年4月29日～30日 対面

第19期保健医療分野におけるソーシャルワーク専門研修 2023年4月～2024年3月

開催地

2023年4月3日～4月30日 オンデマンド

2023年5月21日 オンライン

オンライン

2023年3月15日～4月14日 オンデマンド
養成校教育と現任者教育の在り方

他団体情報

みなさま、今年度最後のニュースレターをお読みいただき、ありがとうございました。来年度もニュースレターは継続予

定ですので、みなさま引き続きご協力をよろしくお願いいたします。春からはコロナ感染症が第5類に変わることで、様々

なことが変わっていきそうですね。みなさんと顔を合わせる機会が増えたら嬉しいなと思います。
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北海道・東北ブロック交流会 in 秋田 山形済生病院 松本和也

岩手、山形、そして今回の秋田と３度目の開催となった北海道・東北

ブロック医療ソーシャルワーカー交流会に参加させていただきました。

記念講演として立正佼成会附属佼成病院チャプレンの伊藤高章先生より

「患者の一人称で主観的な経験にMSWはどうアプローチするか」という

タイトルでご講演いただきました。様々な専門職がいる病院という組織

の中でMSWはどの立ち位置で患者支援を行うのか、そのためにはどのよ

うな視点を持つべきなのかを学ぶことができました。様々な職種がそれぞれの専門性を活か

した視点でチームとしてアプローチすることでより良い医療を提供できることは言うまでも

なく、その中でMSWも自らの専門性を確たるものとしチーム医療に参加していくことが必

要だと感じました。そして、待ちに待った交流会では北海道、東北のMSWの仲間と画面越

しではありましたがいろいろなお話をすることができました。真面目な話ではMSWは患者

さんを患者としてではなく、○○さん（生活者）としてみることができる職種だよねと話し

が盛り上がりました。本当であればお酒でも酌み交わしながら大いに語り合いたいと思うと

ころですが、それは次回の青森県に期待したいと思います。

山形県医療ソーシャルワーカー協会 https://yamagata-msw.jp   Email yamagata.msw.a@gmail.com

編集者 須貝緋登美 小松修子 阿部正男 編集責任者 会長 伊藤直行

地域ブロック会議こぼれ話

庄内ブロック長

庄司旗江

（鶴岡協立病院）

総勢16名が参加しての庄内ブロック会議。身元保証のない方の死亡に際し「最後のご遺体搬送に困り…」と話したところ、

北庄内の会員から「こちらでは生保や年齢に関わらず、市の生活保護の担当課が対応してくれる」との発言がありました。

そして南庄内の会員も「今、市に働きかけている」と。その言葉に勇気を得て、私も後日市との懇談の場で、「庄内の

MSWの集まりで…」と話を出してみたところ、「先にそういうことも言われていた。検討して年度内に結論を出します」

という返事が。ブロック会議がソーシャルアクションにつながりました。

2022年10月4日に村山最上ブロック会議を開催しました。画面越しではありましたが、それぞれが思いつくままに意見を出

し合えるアットホームな会となりました。事前に準備していた高齢者虐待への対応や障がい者支援事業所との連携等について

話し合った他、個別ケースの困りごとも共有することができました。日頃の労をねぎらいつつも、同じブロックで頑張る仲間

の話に活力をもらえたと思います。次回も多数のご参加をお待ちしております。
村山最上ブロック長

阿部知佳

（矢吹病院）

例年、日頃の交流も兼ねての食事会をするところ、コロナ禍であり、Zoomミーティングでの会議を開催。参加率は比

較的良く、ざっくばらんに意見も出し合い、予定していた時間を目一杯使った有意義な時間だった。協議内容だけでな

く、話題は近況から日頃の業務内容まで多岐にわたり、ちらほらと地域課題も見え隠れし、話すことができる仲間や場

があることの大切さを改めて実感した。対面ならびに集合できるようになるまで、Zoomミーティングをうまく活用し

つつ、交流機会の確保につなげたいと思う。
置賜ブロック長

小松修子

（三友堂病院）

「ホントのソーシャルワーカーって」

最近、あるアパートの大家さんとの出会いがあった。

軽度の障害を持っていても、外国籍やシングルでも、保証人がいな

くても入居の相談OK。一人淋しく暮らすのではなく、明るく元気に

暮らしたい方を応援したいとの思いからだ。高齢者の入居者には見

守り電球（トイレなど一定期間使用歴がなければ大家さんの携帯に

連絡）を設置。ゴミ収集の手伝いやアパート通信を発行し相談しや

すくする仕組みを作る等、ゆるやかな見守りをしてくれる。他にも、

生活保護受給者の就労準備支援として草むしりや雪掃きの場所も提

供。

中には入居者のゴミ屋敷や多頭飼育に苦労され、保健所や行政に

協力を要請したこともあると。それでもペット入居を認めている。

社会が変化していく中で「住まい」という生活の基盤を提供する者

として、入居者の生命もサポートするシステムの導入が不可欠と考

えるようになったのだと。

この大家さんは福祉に関する国家資格を持っていないし、専門職

でもなんでもない。ただ社会を良くしたいと行動を起こし権利を擁

護している。

「『断る理由を探すのではなく、受け入れる方向に知恵を出そう』

をモットーに動いてきて、これからもこのスタンスは変わらない

よ」と別れ際大家さんが語ってくれた。

会長コラム
■事業予定

＜山形県医療社会事業従事者研修会について＞

今年度は東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一先生へ講

演をお願い致しました。今回も諸般の事情により、集合研修では

行わず、動画配信のみとさせていただきます。配信期間は、令和5

年3月1日13時～3月12日24時の間を予定しておりますので、是非

ご覧ください。詳細については、協会ホームページ等をご覧くだ

さい。

＜令和4年度フォローアップ研修について＞

令和５年３月11日9:30～12:00の日程でフォローアップ研修を

開催します。

今年度は「業務管理を学ぼう」をテーマに北星学園大学 社会福

祉学部 准教授の畑亮輔先生から講義をいただきます。こちらもオ

ンラインで開催予定です。詳細につきましては協会ホームページ

等をご覧ください。

■その他

・3団体交流会を各ブロックで開催予定！すべてオンライン開催

となります。奮ってご参加ください。

【村山】3月19日（日） 【最上】3月21日（火・祝）

【置賜】3月25日（土） 【庄内】3月4日（土）

・随時、会員募集をしております。新規入職職員の方々にも是非

当協会のご案内をお願いします。

・協会に対してのご意見、ご要望等ありましたら是非、事務局ま

でお知らせください。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
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シゴトバ！～公立高畠病院です～
令和4年度アドバンス研修を開催しました 理事 佐藤洸子

12月10日（土）、令和4年度アドバンス研修を開催しました。

講師に東京福祉大学の中里哲也先生をお招きし、「アセスメ

ント研修～アセスメントの基本とポイント～」をテーマにご講

義いただきました。

ソーシャルワークの重要なプロセスとなるアセスメントにつ

いて、個々のアセスメント力についてはもちろんのこと、支援

される側の立場で考える対人援助職としての姿勢など、基礎に

立ち返った学びも多くとても充実した時間を過ごすことが出来

ました。

感染対策によりオンラインでの開催となりましたが、ウィッ

トに富んだお話も交えながら講義して下さり、一日がとても早

く感じられました。何より、先生が楽しそうにソーシャルワー

クを実践されているお姿がとても印象的でした。中里先生、改

めて御礼申し上げます。

受講者からの感想

最近の業務でアセスメントのやり方に悩んでい

たところで今回の研修に参加させていただきました。

研修を通して、患者の全体像を理解する姿勢が欠け

てしまっていたことに気づきました。ミクロのみな

らずマクロ、メゾの視点を持つことや、相手を専門

家として考え肯定的な姿勢をもってクライエントを理解するように

現在業務に取り組んでいます。

またグループワークでは私自身をアセスメントしていただくとい

う貴重な体験を通して、クライエントから情報を引き出すには話し

やすい雰囲気づくりや会話の流れ、距離感の重要性を楽しく学ぶこ

とができました。

講師の中里先生、事務局の皆様、この度は有意義な研修の機会を

設けていただきありがとうございました。日頃の業務でアセスメン

トに困ったときは研修を振り返りたいと思います。

東北中央病院

鈴木拓海

中里先生のお話は、例え話を踏まえながらの講

義でとてもわかりやすく、楽しく学ぶ事ができま

した。支援する側は、その方の背景のストーリー

を理解しながら、より丁寧に関わる必要があり、

話を聞かせていただいているという事を念頭にお

きながら、一緒に相談支援を進めていく事が重要

だと改めて感じました。また、患者様やご家族との関わりは、

すべてがアセスメントである事など、講義を通して様々な視

点からアセスメントについて学事ができました。今後もアセ

スメントを通して、今の自分に何ができるのかを確認しなが

ら、患者様やご家族と関わっていきたいと思います。

講師の中里先生、研修担当の皆さま、ありがとうございま

した。

三友堂リハビリ

テーションセンター

中津川采実

「アセスメント力を高めよう」という研修案内の見出しに惹かれ、今回アドバンス研修に参加させていただきました。

ソーシャルワークにおけるアセスメントについて、日々の実践を振り返り、支援する側・支援される側の関係性や専門職と

しての視点を学ぶことができました。グループワークでは、クライエントの「真のニーズ」を探るための演習を行い、背景

となるストーリーを丁寧に紐解き理解することが重要だと感じました。参加者の皆さんと楽しく演習を進めていく中で、ク

ライエントが発するキーワードを見落とさずに掘り下げていくコツを掴めたような気がします。講師の中里先生、事務局の

皆様、大変貴重な機会をいただきありがとうございました。

矢吹病院

阿部真実子

公立高畠病院は町内唯一の病院で、病床数は130床で地域包括ケア病棟

89床と療養型病床41床で構成されており置賜地域の回復期～慢性期を

担っています。

‘シゴトバ’は医療連携相談室という部署で１階正面玄関の左側の小さな

部屋でMSW２名と事務２名で毎日の業務を行っています。また、同部署

には連携室が併設され別部屋に事務２名、看護師長で業務にあたっていま

す。

当院でのMSWの業務は回復期や慢性期の医療機関と同様の内容かと

思います。退院支援が業務内容８割程度を占めており、支援困難ケース

や自宅以外の退院相談、社会的問題の要素が強いケース（家族関係の問

題、身寄りがいない、地域から孤立している等）に介入し支援を行って

います。当然のことながら地域包括ケア病床での退院支援が多く、期限

内の退院が求められますが、（期限内の退院は大前提として）期限内退

院ありきではなく、退院後の生活のＱＯＬや支援を通じてエンパワーメ

ントできる等ＭＳＷとしての意見をチーム医療の中で発言しクライエン

トに寄り添った支援を心がけています。その他は他医療機関からの転院

相談・調整・対応、入院・外来の経済的な相談、制度説明、療養相談等、

支援内容は当院でも多岐にわたります。

ＭＳＷが2名のため業務に忙殺されそうになることも多々ありますが、近年

は在宅・地域に近い医療機関ならではの特性を活かし、少しずつではあります

が院外に出ることを行っています。また、レスパイト入院や嚥下評価入院(食

べっぺ入院)の外来からの予定入院の調整業務も行うようになり、退院支援以外

の調整業務も行うようになってきました。今後も地域の様々なニーズに答えて

いけるように、これからも協会の皆様にご指導いただきながら地域やクライエ

ントに貢献できるMSWに成長していきたいと考えていますのでよろしくお願い

します。

高畠町 マスコットキャラクター たかっき・はたっき

※掲載については高畠町より許可をいただいています。
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兎年の抱負

三友堂病院 堀内祐美子

三友堂病院の医療ソーシャルワー

カーの堀内です。日頃より大変お世

話になり、ありがとうございます。

当法人は今年11月、新病院開院を

予定しており、色々な意味で新しい

年を迎えることになります。私も何か新しいことに挑戦し

てみようと思います。〝新しい趣味を見つけるため、とに

かく何でもいいので行動に移して試してみる〟そんな1年に

したいです。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

山形ロイヤル病院 中村光

あっという間の一年間。だんだんと時が過ぎるのが

早く感じるようになりました。

それは、ときめきがなくなるからだそうです。

（チコちゃんに叱られるより）

今年こそ、ときめきに出会う

ためにアンテナを張り巡らせ

好奇心と探求心で行動して

いきたいです。

鶴岡市立荘内病院 上野桃子

あけましておめでとうございます。昨年の４月より鶴岡市立荘内

病院の地域医療連携室で医療福祉相談員としてお世話になってい

る上野桃子です。2022年は転職をし、MSWになり右も左もわか

らないままあっという間に時間がたち2023年を迎えました。まだ

まだ勉強中の身ではありますが、兎年の2023年はたくさんのこと

を吸収し高く飛躍できるような1年にしていき

たいと考えております。

どうぞよろしくお願いいたします。

鶴岡協立病院 八幡理子

今年の抱負は意識的に患者様と関わることです。勤務

初めのうちは患者様とじっくり話をする機会がありまし

たが、徐々にできる業務が増えていく中で関わる時間が

減ってきたと感じています。現在、家族やケアマネ

ジャー等が以前のように面会できず、入院後の様子がイ

メージしにくいとよく耳にします。ケアマネージャーや

家族と連絡を取ることが多い職種だからこそ、患者様の

状態や思いを伝えられるよう、今年は効率よく仕事をし、

関わる時間を確保できるようにしたいです。

新入会さん

新入会さん

みゆき会病院 長谷部久美

精神科病院のPSWを経て、昨年10月

から3年半ぶりにMSWとして働いており

ます。

病院で働いていると、入院患者さんが

いるのが当たり前のように感じてしまい

がちですが、患者さん側からすれば、病

気や怪我で入院することは辛い出来事で

す。そして、その辛さは一人ひとり違い

ます。今年の抱負は「患者さんの立場に

立つ」です。ウサギのような敏感な五感

で患者さんの辛さを感じ取り、軽いフッ

トワーク（気持ちだけでも）で患者さん

が望む生活へ進むためのお手伝いができ

ればと思います。
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地域会議等出席報告

第29回全国医療ソーシャルワーカー協会会長会

報告：副会長 関原瞳

今回は人材育成、地域から求められる職能団体の役割などにつ

いての発表をもとにオンラインでのグループワークに参加しまし

た。

人材育成については次世代のバイジーの多様性に応じたスー

パービジョンの展開が求められていること、対話や試行錯誤しな

がら互いに学び直していくこと、ラダーからゲーミフィケーショ

ンへの転換などが提起されました。また協会役員の次世代育成や

成り手不足が課題であり、協会活動に参画しやすいような工夫が

必要であると感じました。

地域から求められる職能団体の役割についてはソーシャルワー

カーデイなどで地域に向けて発信している、地域の中に出ていく

取り組みをしているといった意見があげられました。既存の枠組

みで解決できない課題について、職能団体としてどのように解決

に向けて働きかけていくか。協会としても他団体や行政とともに、

実践を通して感じた解決すべき課題を整理していくことが求めら

れます。

野口会長からは協会事業計画の具体的内容について三団体統合

へ向けて、他団体との研修事業の共同開催や相互乗り入れなども

指針として示されました。当協会においても引き続き、三団体で

の活動やブロックごとの活動にも取り組んでいく予定です。

次年度全国大会は東京都での開催となります。会員の皆さん、

今目の前のクライエントに実践として還元できるよう、互いのス

キルアップをめざしこの機会に参加してみませんか。

令和4年度山形県難病医療等連絡協議会

報告：副会長 関原瞳

難病医療等連絡協議会は、本県の難病医療の体制、課題な

どについて検討し、連絡調整を行い、今後の具体的な取り組

みを示す各関係団体などから構成された協議会です。

課題としては合併症のある難病の方の救急の受け入れ先の依

頼が困難なことがある、また胃ろうや気管切開後の療養先の

確保が困難、診療所の医師の高齢化といった現状があげられ

ました。在宅療養につながる喀痰吸引のできるヘルパーの定

着支援については、マンパワー不足があるため今年度中に事

業所への調査を実施していくことが具体化されました。また

災害時の支援においては、豪雨時に道路が寸断されて搬送が

困難になった事例もあり、市町村とも連携しながら地域ごと

に確認しておく必要があります。

前年度から引き続き小児から成人への移行期医療について

は、あらたに医療的ケア児等支援センターが山大に設置され

ました。今後は国のデータベース化をもとに難病、小慢それ

ぞれの分野において連携し、移行期医療についての実情や課

題を審議し、円滑な移行ができるように取り組んでいくこと

がのぞまれます。難病相談支援センターからは、告知を受け

たあとのメンタル面のサポートが不足していると感じるため、

現場で話を聞く機会をもってほしいとの要望があげられまし

た。当協会としても現場での課題を共有し、一団体としての

意見も提言しながら行政や各団体と協働して課題に取り組む

必要があると感じました。

「山形市地域包括支援センター権利擁護部会 情報交換会」へ出席しました 山形済生病院 工藤綾女

地域包括支援センターとの情報交換ができ、大変貴重な時間になりました。

情報交換会では、これまで支援した身寄りのない方に関する事例について、地域包括支援センターの方と情報

共有しました。グループワークでは、「保証人不在の方への対応」が話題に挙がりました。保証人不在の場合の

入院時の対応や、アパートの契約が必要となった場合の対応など、これまでの事例を話し合うことができました。

入院時に課題となるだけでなく、地域で支援していく過程でも対応を考えざるを得ない状況となっています。

今後身寄りのない方は増加傾向となると考えられ、より一層地域での連携が重要となります。対象者のこれま

での生活背景や、今後の生き方の希望を把握するとともに、引き続き関係機関同士での情報交換などを通して社

会資源の情報をアップデートしていく必要があると感じました。


